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８月２６日（木）、２学期がスタートしました。

始業式では、各学年・生徒会の代表生徒３名が、

２学期の抱負について発表してくれました。

○生徒会代表

「全校専門員会での取組の反省から、途中経過を

しっかり踏まえ、反省を生かして活動できるよう

にしていきたい。」

○３年生代表

「受験に向け継続して勉強していく。」「生徒会で

は人に頼らず、頼られるようになりたい。」

○２年生代表

「今の自分を変え、文武両道。」

「行事をがんばりたい。」

校長先生からは、２学期頑張って欲しいこと・

心がけて欲しいことについて、具体的にお話があ

りました。自分が相手の立場だったら・・・「あ

りがとう」（感謝）の気持ちをもつことの大切さ

について話をされました。ちなみに、「ありがた

い」の反対語は「当たり前」だそうです。その後、

校歌斉唱、閉式の言葉で始業式を終了しました。

終了後には、学習面、生活面、保健安全面につい

て、各担当の先生方から話を聞きました。２学期

は、スポーツフェスタなどたくさんの行事があり

ます。充実した２学期になるように全員で頑張っ

ていきたいと思います。

「ありがとう」ってどんな意味

「ありがとう」は「有り難い」

↓

存在が稀である。なかなかありそ

うもない。珍しくて貴重だ。滅多に

ない。この世にあることが難しい。

反対語は「当たり前」

８月２日（月）は登校日でした。平和学習を実

施しました。関谷様には、自分の生い立ち(お母様

が高城出身であること、山之口に住んだことがあ

ること等)から、太平洋戦争勃発に至るまでの経緯、

お父様・叔父様がフィリピンに出征されて戦死さ

れたこと、戦後の何もない苦しかった生活などに

ついてお話をしていただきました。

お話の中で、現在の平和の裏で多くの兵士や一

般の方々が亡くなられたことを忘れないで欲しい

ということと、絶対に戦争をしてはいけないとい

うことを訴えられていました。生徒も最後まで一

生懸命に話を聞いていました。きっと関谷様の心

の叫びが、生徒の心にも届いたと感じました。関

谷様、ご講演ありがとうございました。

９月１８日(土)の有水スポーツフェスタ(ＳＦ)に向けて

の準備が始まりました。

全員でテントの準備をし

ました。予定されていた

テントの骨組み作りと、

天幕かけを終了すること

２学期のスタートです！

８月２９日(日)
スポーツフェスタ前の幼小中合同美化作業

お疲れ様でした。皆様のご協力で大変きれい
になりました。

ありがとうございました。

平和学習宮崎県遺族連合会会長 関谷忠 様

８月２７日（金）の６校時に

ＳＦで使用するボンボン作り

をしました。応援に使用しま

す。うまくできたかな。

ができました。来週から、いよいよスポーツフェスタに

向けの練習が本格化します。天気に恵まれて、練習が予

定通り進むことを祈るばかりです。


